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児童の道徳性については、常にその実態を把握して指導に生かすよう努める必要がある。ただし、道徳の時間に関して数値な
どによる評価は行わないものとする。

「道徳教育」及び「道徳の時間」の評価について①

第２節 道徳性の理解と評価
２ 評価の観点と方法
(2)評価の方法
道徳性を理解し評価するためには、そのための資料を収集する必要がある。（中略）
以下に述べるすべての方法は、児童にとっては自己評価を促すものであり、教師にとっては児童の道徳性の理解を
深め、適切に評価し、指導を改善していく手掛かりとなるものである。
これらの方法には一長一短があるので、それぞれの特徴を押さえた上で、その都度適切な方法を生かすように努める
必要がある。
ア 観察や会話による方法 イ 作文やノートなどの記述による方法 ウ 質問紙などによる方法
エ 面接による方法 オ その他の方法

３ 評価の創意工夫と留意点
児童の道徳性を理解し評価する場合には、以上のことを踏まえて整理するならば、全体として、次のような点に留意する
必要がある。
(1) 児童との心の触れ合いを通して得られる共感的理解を基盤として、児童自身のよりよく生きようとする意欲や努力に目
を向けて、道徳性に関する自己理解・自己評価をその内面から理解していくように努める。

(2) 児童理解の観点を固定的に考えず、児童のよさや個性を積極的に受け止め、多面的で幅広い視点に立った評価を心
掛ける。

(3) 児童一人一人の姿や変化を具体的に記述できるように努力し、個に目を向けた評価となるようにする。
(4) 自分を表現する得意な面が児童によって違うことなどから、多様な方法を生かしながら評価するように努める。また、
可能な場合、複数の人の評価資料を得て評価できるようにする。

(5) 児童の一時期の様子だけで即断することなく、継続的に観察するなどして、長期的な視点に立った評価を心掛ける。
(6)   評価の結果を児童の個に応じた指導や学級全体の指導に生かすようにする。 １



○ 学習指導要領解説に示す評価は、学校教育全体を通じて行う「道徳教
育」と、その要としての 「道徳の時間」の評価について、その具体的な在り
方を示したものである。

○ 「道徳教育」及び「道徳の時間」の評価は、児童生徒の心の動きの変
化・変容を把握するとともに、教師が指導計画、指導方法を振り返り、そ
の効果を確かめ、次の指導へ生かすためのものである。

○ 学校の教員は、学習指導要領解説に例示する、「観察や会話」、「作文
やノートなどの記述」、「質問紙」、「面接」などの方法を用い、資料を収集
し、道徳性を理解し評価を行う。

○ 「道徳教育」の評価は、指導要録における「行動の記録」の評価（十分
満足できる状況にあると判断される場合に、「○」印を記入する絶対評価）
の基礎となっている。

「道徳教育」及び「道徳の時間」の評価について②
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「道徳教育」及び「道徳の時間」の評価について③

Ⅱ 指導に関する記録

６ 行動の記録
小学校及び特別支援学校（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由又は病弱）小学部における行動の

記録については、各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動やその他学校生活
全体にわたって認められる児童の行動について、設置者は、小学校学習指導要領等の総則及び
道徳の目標や内容、内容の取扱いで重点化を図ることとしている事項等を踏まえて示している別紙
５を参考にして、項目を適切に設定する。また、各学校において、自らの教育目標に沿って項目を
追加できるようにする。
各学校における評価に当たっては、各項目の趣旨に照らして十分満足できる状況にあると
判断される場合に、○印を記入する。 ※中学校においても同様の記述あり。

【指導要録参考様式（中学校）】

【指導要録参考様式（小学校）】
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道徳教育に関する評価の事例

○ 目指す児童像を明確にし、道徳教育の全体計画を
作成。指導に当たって、児童理解を図るために、事
前に質問紙調査を行い、結果を指導に生かす。

○ 指導後にも同様の質問紙調査を行うことにより、児
童の心の動きの変化などを把握することができる。

○ 指導の前後の児童の変容を分析し、道徳教育の
全体計画の見直しなど、次の指導に生かす。

○ 道徳の時間の最後に、授業を通じて考えたことや
感じたことなどを記述する時間を設ける。

○ 毎時間の振り返りシートをつづって
いき、年度末にそれらを読み返して、
道徳の授業全体についての振り返り
をする。

○ 毎時間振り返りを行い蓄積していくことで、より正確な
実態の把握ができる。

○ 生徒も自分の成長を確認することができる。

○ なお、教員は、授業の様子や振り返りシートをつづった
ものをもとに、道徳科での学び及び生徒の道徳性に係る
成長の様子などを積極的に励ますという点に着目して、
文章で通知表に記載。

【通知表への記載例】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２月

４月

85.2
84.6

14.8
15.4

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

【質問：人の気持ちが分かる人間になりたいと思う】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２月

４月

96.3
88.5

3.7
11.5

当てはまる どちらかと言えば当てはまる どちらかと言えば当てはまらない 当てはまらない

【質問：いじめはどんな理由であってもいけないことだと思う】
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